
巻頭
　道の駅第２期整備事業の見直し ２

お知らせ・連載
　健康通信・防災最前線 ほか ６

ガイド・連載
　北広島町補助金等ガイド・きたひろネット ほか 10

まちの話題 
　町認定新規就農研修生が町長へ研修報告 ほか 18

お知らせ伝言板
　児童手当現況届・平成25年度調理師試験 ほか 20

高原からの花便り
　湿原に咲く名脇役、バイケイソウ 24

おおあさ　わさまち

　４月29日（祝）大朝のショッピングセンターわさ～
る周辺で、おおあさ わさまちが開催されました。天候
に恵まれ、付近の川ではヤマメのつかみ取りを楽しむ
子ども達の歓声が響きました。イベントは、神事に続
いて消防団の一斉放水、ダンスや神楽などのステージ
イベント、昔の遊び体験など盛りだくさんの内容でし
た。今年は「きたゾ～くん」も1日参加し、終盤の大朝
音頭を会場のみなさんと楽しみました。
　　　　　　

6広報
2013/June 

No.100

平成 25 年



道
の
駅
第
２
期
整
備
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

～
削
減
見
込
額
約
２
千
万
円
～
　
　

　
平
成
22
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
道
の
駅
第
２
期
整
備
事
業
。

　
北
広
島
町
の
玄
関
口
と
し
て
、
さ
ら
に
は
農
業
・
観
光
振
興
の

拠
点
と
し
て
の
期
待
と
責
任
を
背
負
い
、
事
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
事
業
費
の
増
加
や
採
算
性
な
ど
、
町
民
の
皆

様
か
ら
疑
問
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
必
要
最
小
限
の
設
備
投
資
に
よ
り
事
業
費
の

節
減
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、
現
段
階
で
可
能
な
限
り
の
事
業
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
舞
台
設
備
・
備
品
類
・
緑
の
広
場
の
照
明
設
備
に

つ
い
て
、
約
２
千
万
円
を
節
減
し
ま
し
た
。

　
多
額
の
財
政
出
動
に
よ
り
整
備
す
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
町
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。
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◆オープン時期の見直し
　オープン時期については、工事見直しに約１か月を要し、発注や本体工事の遅延が生じているため、
今後は遅くても10月中の全施設オープンを目指して事業を進めていきます。
　町民の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いします。

問産業課道の駅整備室　IP ☎０５０－５８１２－１８５７

 ■ソフト事業の見直し
区分 見直し結果

管理運営  基本的には一括管理運営とし、応募がない場合は分割管理運営も検討する。

 産直・物販  収支バランスに応じた販売手数料を検討する。

 緑の広場  グラウンドゴルフ大会による全面占用を２円 /㎡・日とする。

■ハード事業の見直し
区分 見直し結果 削減見込額

 屋上ディスプレイ 
（太鼓）

 設置しないとした場合、出来高に応じた費用又は違約金の支払いが発生し、
また、本体工事の過大設計による交付金の返還、 新たな設計費の増、前設計
工事費との差額分の負担増となるため、見直しをしない。

－

 舞台設備  講演会対応程度の簡易な音響設備に見直す。
なお、舞台イベント時は業者委託による持込機材で対応する。 約500万円

厨房設備
 レストラン業態を軽食とした場合、本体の過大設計による交付金返還、設計
見直しによる工期延長・手戻り工事・工事費増、メニュー不足による町内農
産物の供給量の低下、独自性の低下、民業圧迫となるため、見直しをしない。

－

備品類  必要最小限の備品類とし、パン製造機器やレストラン造作家具を設置しない。 約400万円

緑の広場  夜間の利用は低いと思われるため、夜間照明設備を設置しない。
 なお、夜間イベント時は業者委託による仮設照明で対応する。 約1,100万円

道の駅舞ロードIC 千代田
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外国人住民の方も住民基本台帳カードの交付を受けることができます。

　平成25年７月８日から、外国人住民の方についても住民基本台帳ネットワークシステム（住基
ネット）の運用が開始され、外国人住民の方の住民票に住民票コードが記載されます。このこと
により、北広島町役場で住民基本台帳カード（住基カード）の交付を受けることができるように
なります。住基カードはセキュリティに優れたICカードで、さらに「写真付き住基カード」は公
的な身分証明書としても使用できます。

＊くわしいことは北広島町役場町民課までお問い合わせください。

問町民課住民係　IP ☎０５０－５８１２－１８５４
　

●住基カードの交付を受けることにより、できるようになることの例
① 一部の行政機関で住民票の写しの提出の省略が可能となるなど、手続きが簡略化されるよう

になります。
②お住まいの市区町村以外でも住民票の写しの交付を受けることができるようになります。
③ 住基カードの交付を受けている方は、転入届の特例が受けられ、郵送などにより転出届を行

う事で引っ越し時の手続きで市区町村の窓口に出向くのは、引っ越し先の一度で済むように
なります。

④ 住基カードに電子証明書を格納することで、電子証明書による本人確認を必要とする行政手
続のインターネット申請ができるようになります。

⑤ 住基カードの交付を受けている方は、一部の市区町村において、コンビニエンスストアでの
証明書の交付など、市区町村が行う独自のサービスを受けることができます。

事業主の皆さんへ
●雇用を増やす企業を支援します。　～雇用促進税制が拡充されました～

　◎ 平成25年４月１日から平成26年３月31日までの期間内に始まる事業年度中に雇用者（雇用
保険一般被保険者）数を５人以上（中小企業は２人以上）かつ10%以上増加させるなど一定
の要件を満たした事業主に対する税制優遇制度が拡充されました。

　◎ 雇用者の増加１人当たりの税額控除額が20万円から40万円になりました。（平成25年４月１
日以降に事業年度が始まる法人）

　　＊当期の法人税額などの10%（中小企業は20%）が限度額となります。
　◎ 雇用促進税制の適用を受けるためには、事業年度開始時に、ハローワークへ「雇用促進計画」

を提出することが必要です。

◆ くわしくは、最寄りのハローワーク、または厚生労働省のＨＰ（http://www.mhlw.go.jp/
bunya/roudouseisaku/koyousokushinzei.html)を参照ください。

問広島労働局職業安定課　　☎０８２－５０２－７８３１　
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【有料道路通行料金の割引】
　有料道路を利用される身体障害者・知的障害者の方に対して有料道路料金が割引される制度です。
割引料金は通常料金の半額で、有効期限があり、更新手続きも必要です。
●対象障害者の範囲
　・障害者ご本人が運転される場合　身体障害者手帳の交付を受けておられるすべての方
　・障害者ご本人以外の方が運転され、障害者ご本人が同乗される場合　身体障害者手帳又は療育
　　手帳の交付を受けている方のうち、重度の障害※のある方
　　※重度の障害とは、手帳に記載されている「旅客鉄道株式会社旅客運賃減額」が第１種の方

【自動車税の減免】
　障害者の方のために継続的に使用される自動車を対象に、自動車税が免除されます。
　障害の程度によって制度の対象の範囲が決まっています。
●申請窓口
　・軽自動車税　：役場税務課
　・普通自動車税：西部県税事務所自動車税課（広島市中区基町１０－２３）
　身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳のいずれかの交付を受けて
いる方や、障害者のご本人の方と生計を一にする方が対象です。
問税務課【IP １８５２】　西部県税事務所【０８２－５１３－５３７２】

【思いやり駐車場利用証交付制度】
　身体、精神、知的障害、難病、高齢、けが、妊娠などによって車の乗降や歩行の困難な方が、公
共施設やショッピングセンターなどに設けられた専用の駐車スペースを安心して利用できるよう、
思いやり駐車場の利用証を交付する制度です。
　障害の程度などにより制度の対象者が決まっています。　

【旅客運賃割引制度】
　お持ちの手帳により、JR やバスなどを利用されるとき、旅客運賃が割引になります。（場合によっ
ては介護者の方も割引対象になります。）手帳を提示する際にご確認ください。

              手帳の種類 
対象旅客 身体障害者手帳 療育手帳 精神障害者保健福祉手帳

JR・県内の旅客船 ５割引 ５割引 －

バス・電車・
アストラムライン ５割引 ５割引 ５割引

県内のタクシー メーター表示額の１割引 メーター表示額の１割引 －

障害者手帳で受けられるサービス
【乗り物に関すること】

有効期限なし
（緑色）

有効期限有
（赤色）

※申請や条件については役場福祉課へお問い合わせください。
問福祉課福祉係　IP ☎０５０－５８１２－１８５１
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脳
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
送
る
朝
食

　
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
血
液
中
の
糖

分
で
、
脳
の
働
き
を
よ
く
す
る
た
め
に

と
て
も
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
食
事

か
ら
ご
飯
や
パ
ン
に
多
く
含
ま
れ
る

「
ブ
ド
ウ
糖
」を
と
る
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。

　
特
に
朝
は
血
液
中
の
糖
分
も
不
足
し

て
い
る
状
態
な
の
で
、
脳
が
十
分
に
働

か
ず
、
集
中
力
に
欠
け
る
と
い
っ
た
こ

と
が
お
こ
っ
て
き
ま
す
。
朝
食
を
食
べ

て
脳
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

食
欲
が
な
い
人
も
少
し
で
も
食
べ
る
よ

う
に
し
て
、
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

第98回お
い
し
く
食
べ
る
！
朝
食

健　
康
　
信
通
問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

６
月
は
食
育
月
間
で
す
。
元
気
な
１
日
を
過
ご
す
た
め
に
大
切
な

朝
食
を
お
い
し
く
、
か
し
こ
く
食
べ
る
コ
ツ
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

楽しく歩いて健康づくり!

【日時】　平成25年６月25日（火）
　　　　午前９：30～11：30

【会場】　豊平総合運動公園

＊お誘い合わせて  お越しください。

月一ウォーキングのご案内

早寝のススメ
　夜更かしが習慣化している人は、起
床時の体温がますます上がりにくくな
ります。朝、調子よく目覚め、体温を
上昇させるためには、早めの就寝をお
すすめします！

体
温
を
上
げ
る
朝
食

　
人
間
は
、
日
中
起
き
て
い
る
時
と
比

べ
て
寝
て
い
る
時
は
、
約
１
℃
ほ
ど
体

温
が
低
下
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
体
温

が
高
い
と
活
動
的
に
な
り
ま
す
が
、
体

温
が
低
い
と
調
子
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

　
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
は
、
胃
腸
を
動

か
し
、
体
温
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
特
に
体
温
を
上
げ
る
た
め
に

必
要
な
の
は
魚
や
卵
、
肉
、
大
豆
製
品
、

乳
製
品
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
た
ん
ぱ

く
質
。
こ
れ
ら
の
食
品
を
と
る
こ
と
で
、

体
温
も
さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

マ
ダ
二
に
注
意
!!

　
マ
ダ
ニ
を
媒
介
す
る
感
染
症
に
よ
る

死
亡
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
予
防
法
〉

　
農
作
業
、
レ
ジ
ャ
ー
や
庭
仕
事
な
ど

野
外
で
活
動
す
る
際
に
は
、
次
の
点
に

注
意
が
必
要
で
す
。

・
長
ズ
ボ
ン
や
長
袖
の
服
を
着
用
し
て

　
皮
膚
の
露
出
を
避
け
る
。

・
屋
外
活
動
後
は
、
体
や
服
を
は
た
き

　
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て
い
な
い
か
を
確

　
認
す
る
。

＊ 

万
一
、
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
を
見
つ
け

た
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
医
療
機
関

で
処
置
し
ま
し
ょ
う
。

レ
ン
ジ
で
ピ
ラ
フ 

【材料：１人分】
ご飯	 …茶碗１杯
しょうゆ…小さじ１
青ネギ	 …１本
しめじ	 …適量
ハム	 …２枚
バター	 …10ｇ
ちりめんじゃこ
	 　　…大さじ１

【
作
り
方
】

　

青
ネ
ギ
と
ハ
ム
を
細
か
く
き
ざ
む
。

ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
に
ご
飯
を
ひ
ろ

げ
、
具
と
バ
タ
ー
を
の
せ
、
し
ょ
う

ゆ
を
ふ
り
か
け
る
。
キ
ャ
ン
デ
ィ
包

み
に
し
て
、
耐
熱
皿
に
の
せ
、
電
子

レ
ン
ジ
で
3
～
4
分
ほ
ど
温
め
る
。

朝
ご
は
ん
簡
単
レ
シ
ピ
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認
知
症
の
人
と
家
族
の
会　
広
島
県

支
部
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
出
前
定
例
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
『
私
』が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
ど

う
し
た
い
で
す
か
。

　
『
私
』が
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
笑

顔
で
過
ご
す
た
め
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　
平
成
25
年
６
月
23
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
千
代
田
中
央
公
民
館

申
し
込
み　
不
要

こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

認知症の人への接し方
ワンポイント♪

・ 笑顔で対応しましょう

・「大丈夫ですよ」
　「ありがとう」
　「お願いします」
　と肯定の気持ちを
　伝えましょう

◆
第
１
部　
講
演

　
「
み
ん
な
で
聞
い
て
み
よ
う
や
ぁ
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
」

講
師　
県
立
広
島
病
院　
精
神
神
経
科

　
　
　
主
任
部
長　
高
畑
紳
一
先
生

◆
第
２
部　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
た
い
ま

　
ち
で
す
か
？　
み
ん
な
で
考
え
て
み

　
よ
う
や
ぁ
」

【
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
】

　
江
川
惠
基
先
生（
江
川
医
院
院
長
）

　
高
畑
紳
一
先
生（
県
立
広
島
病
院
医
師
）

　
村
上
敬
子
さ
ん

　
（
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家

　
族
の
会
広
島
県
支
部
世
話
人
代
表
）

　
竹
舛
弥
生
さ
ん

　
（
北
広
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン　

　
タ
ー
社
会
福
祉
士
）

人
権
擁
護
委
員
の
日

　
6
月
1
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
気

軽
な
相
談
相
手
で
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
悩
み

を
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
相
談

に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

人
権
総
合
相
談
所

　
年
１
回
町
内
4
会
場
で
人
権
総
合
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
家
庭
内
の
も
め

ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ

め
や
差
別
な
ど
幅
広
い
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
に
は
人
権
擁
護
委
員
と
司
法
書
士

が
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所　

　
６
月
３
日（
月
）

　
　
午
前
10
時
～
12
時

　
役
場
大
朝
支
所
・
豊
平
中
央
公
民
館

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

芸
北
文
化
ホ
ー
ル
・
人
権･

生
活
総

　
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

北
広
島
町
人
権
擁
護
委
員
名
簿

本
田 

正
治

細
見
１
４
１
０

西
田 

克
子

草
安
５
０
４

岩
田 

正
平

大
塚
２
３
０
７‐１

石
橋 

源
郎

大
朝
３
５
８
６

藤
田 

利
昭

岩
戸
２
５
６
４‐１

箕
野 

春
人

古
保
利
２
２
８‐１

森
分 

光
惠

有
田
１
０
５
８

越　

 

照
幸

川
井
６
６
３

益
田 

良
子

石
井
谷
１
２
７
１

神
川 

潔

今
吉
田
１
２
３
８‐１

沖
政 

長
公

戸
谷
４
０
２
１

齊
藤 

實

中
原
１
８
２
１‐２

問
北
広
島
町
人
権
・
生
活
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー　
IP
☎
５
０
２
０
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広告

災
害
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

　
こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
梅
雨
の
時
期

を
迎
え
ま
す
。
近
年
北
広
島
町
で
も
局

地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
施

設
の
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。
農
業
用

水
路
等
に
土
砂
が
堆
積
し
て
な
い
か
、

た
め
池
に
ひ
び
割
れ
等
は
な
い
か
な
ど

を
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
、
災
害
が
発
生
し
た
ら

　
災
害
を
発
見
し
た
ら
、
役
場
本
庁
建

設
課
、
ま
た
は
各
支
所
の
産
業
建
設
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
復
旧
工
事

　
災
害
に
よ
り
崩
れ
た
箇
所
を
直
す
災

害
復
旧
工
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
の

種
類
に
よ
っ
て
採
択
条
件
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

雨
量　
24
時
間
雨
量
80
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
上
・
最
大
時
間
雨
量
20
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
上

町
道　
道
路
幅
員
が
２
メ
ー
ト
ル
以
上

で
事
業
費
が
60
万
円
以
上
の
災
害

普
通
河
川　
河
岸
高
１
メ
ー
ト
ル
以
上

で
事
業
費
が
60
万
円
以
上
の
災
害

農
道　
道
路
幅
員
１・
２
メ
ー
ト
ル
以

上
で
受
益
戸
数
が
２
戸
以
上
で
事
業
費

が
40
万
円
以
上
の
災
害

農
地　
実
際
に
耕
作
さ
れ
て
い
る
か
、

耕
作
で
き
る
状
態
に
管
理
さ
れ
て
い
る

農
地
で
事
業
費
が
40
万
円
以
上
の
災
害

農
業
用
施
設　
日
頃
か
ら
維
持
管
理
が

し
て
あ
り
、
受
益
戸
数
が
２
戸
以
上
あ

る
施
設
で
、
事
業
費
が
40
万
円
以
上
の

災
害

林
道　
町
の
林
道
台
帳
に
記
載
さ
れ
た

林
道
で
、
日
頃
か
ら
維
持
管
理
し
て
あ

り
、
事
業
費
が
40
万
円
以
上
の
災
害

※
そ
の
他
災
害
採
択
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

こ
れ
だ
け
は
や
ろ
う
！

 

た
め
池
管
理

　
た
め
池
の
災
害
防
止
に
は
日
頃
の

巡
視
点
検
、維
持
管
理
が
大
切
で
す
。

堤
体
の
変
形
や
漏
水
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
堤
体
に
陥
没
、
ひ
び
割
れ
、
水
の
し

み
出
し
が
決
壊
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

堤
体
の
立
ち
木
や
雑
草
は
刈
り
払
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う

　
堤
体
の
上
に
草
木
が
繁
っ
て
い
る

と
漏
水
や
ひ
び
割
れ
の
発
見
が
困
難

で
す
。

洪
水
吐
を
ふ
さ
い
で
い
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
か

　

洪
水
吐
に
土
の
う
を
積
ん
だ
り
、

網
を
張
っ
て
い
る
と
大
雨
の
時
に
水

が
堤
体
を
越
え
て
決
壊
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

梅
雨
時
期・台
風
時
期
ま
で
に
大
雨
、

地
震
が
あ
っ
た
場
合
は
見
廻
り
を
し

ま
し
ょ
う

　
大
雨
や
地
震
の
後
に
異
常
が
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

問
建
設
課

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
０

担当課 発生災害の種類

建設課土木係
支所産業建設課

町道
普通河川

建設課農林土木係
支所産業建設課

農道
農地（田・畑）
農業用施設（ため池・
頭首工・用排水路など）
林道
山林

 千代田運動公園・アザレアだより
＜みんなでチャレンジデーに参加しよう！＞

　日時：平成25年５月29日（水）
　　＊当日は運動公園内無料開放（皆様ご来場ください）
　　＊お子様から高齢者まで各種スポーツ実施！　
＜チャレンジデー　アザレア元気カレー＞　　　　　

＊おかわり自由・トッピング有（から揚げ・コロッケ他）　　
　　　　　　料金：６５０円　１１時より（終了は未定）
　　運動公園：☎０８２６－７２－８８２２　IP☎８０２２

　　アザレア：☎０８２６－７２－７５００　IP☎７５００
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そ
ば
に
い
る
、あ
な
た
の
助
け
が
必
要
で
す
！

普
通
救
命
講
習 

受
講
者
募
集

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
倒
れ
た
人

の
そ
ば
に
い
る
、「
あ
な
た
」が
い
た
か
ら
救
う

こ
と
が
で
き
た
…
。
そ
ん
な「
あ
な
た
」に
な
る
た

め
の
、
知
識
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

　

消
防
署
で
は
、
今
年
も
普
通
救
命
講
習
を
実

施
し
ま
す
。
初
め
て
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、「
習
っ

た
け
ど
も
う
忘
れ
た
」と
い
う
方
も
大
歓
迎
で

す
。
申
し
込
み
は
、
下
の「
受
講
申
込
書
」を
切

り
取
り
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
持
参
い
た
だ
く

か
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
で

助
か
り
ま
し
た
!!

　共同住宅の１室にて、調理していたガ
スこんろの火を消したと思い込み、その
部屋の入居者が外出。寝室などに設置さ
れていた住宅用火災警報器が煙を感知し
鳴動。上階の入居者が、警報音と焦げ臭
さに気付き 119 通報。鍋を焦がしただ
けで事なきを得た。

（平成 25 年２月 / 広島県尾道市）

　
北
広
島
町
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
す
。
現
在
、
北
広
島

町
内
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
、

81
・
５
％
で
す
。

火
災
は
予
期
せ
ぬ
も
の

　
火
災
は
他
人
事
で
は
な
く
、
ど
こ
の
家
庭

で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

多
く
の
人
が
火
災
に
よ
り
命
を
落
と
し
、
大

切
な
財
産
を
灰
に
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
進
ん
だ

事
で
、
全
国
で
数
千
の
人
が
助
か
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
警
報
音
に
よ
り
早
く
火
災
に
気
が
つ
き
、

避
難
が
で
き
た
」「
火
事
に
な
ら
な
く
て
済

ん
だ
」な
ど
の
報
告
が
各
地
で
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

予
期
せ
ぬ
火
災
に
備
え
る
た

め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

ま
だ
取
り
付
け
て
い
な
い
ご
家

庭
は
、
必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

普通救命講習　受講申込書
 住所  山県郡北広島町

電話番号（　　　）　　－

番地

（男・女）氏名

生年月日（昭・平）  　 年  　 月　　日

※すでに本講習の修了証をお持ちの方は、当日ご持参ください。
※個人情報は修了証発行に使用する以外、その他で使用されることは一切ありません。

切り取り線

■申し込み・お問合せ

講習内容、時間割　
  8:30 ～   9:00 受付
  9:00 ～ 10:15 応急手当の必要

性など（座学）
10:20 ～ 11:30

11:30 ～ 12:00

心肺蘇生法・
ＡＥＤ（実技）
実技テスト

☆申し込み締め切り　平成25年７月５日（金）

平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
す
ま
で
は　
心
の
警
報　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

平
成
25
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

「
あ
な
た
こ
そ　
無
事
故
を
担
う　
司
令
塔
」

日時及び講習会場

開催日　 講習会場
７月７日 ( 日 ) 北広島町消防本部

２階講堂

取
り
付
け
ま
し
た
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
☎ 0826-72-0119
IP050-5812-1119

■消防本部（署） ０５０-５８１２-１１１９
０８２６-７２-０１１９

■芸北出張所 ０５０-５８１２-２１１９ 
０８２６-３６-３１１９

■大朝出張所 ０５０-５８１２-３１１９
０８２６-８２-１１１９

■豊平出張所 ０５０-５８１２-４１１９
０８２６-８３-０１１９

■ＦＡＸ受付 ０８２６-７２-５１４５
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北
広
島
町

補
助
金
等
ガ
イ
ド

団
体
の
活
動
を
支
援

■
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金

　
地
域
の
課
題
解
決
や
、
特
性

を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
元
気
な

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
企

画
立
案
し
取
り
組
む
地
域
振
興

活
動
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
▼
事
業
計
画
の
策
定

経
費
▼
新
た
な
地
域
振
興
活
動

経
費
を
対
象
に
10
万
円
。

企
画
課　
☎
１
８
５
６

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム

　
整
備
費
補
助
金

　
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
と
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
住

民
自
ら
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ム
整
備
事
業
に
要
す
る
経

費
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
▼
建
物
の
新
築
に
要

す
る
経
費
▼
建
物
の
増
改
築
に

要
す
る
経
費
▼
建
物
の
維
持
修

繕
に
要
す
る
経
費
▼
建
物
の
取

得
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
対
象

に
、
経
費
の
２
分
の
１
を
補
助

（
上
限
額
あ
り
）。

企
画
課　
☎
１
８
５
６

■
防
犯
灯
設
置
補
助
金

　
地
域
住
民
の
生
活
と
安
全
を

守
る
た
め
、
地
域
住
民
組
織
が

設
置
す
る
防
犯
灯
の
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
▼
防
犯
灯
の
新
設
及

び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
転
換
に
要
す
る

経
費
に
対
し
て
、
１
灯
に
つ
き

５
千
円（
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
）。

総
務
課　
☎
２
１
１
１

■
自
主
防
災
組
織
補
助
金

　
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
が

自
主
的
に
設
立
し
た
防
災
組
織

に
対
し
て
、
設
立
経
費
及
び
資

機
材
購
入
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
▼
組
織
の
設
立
経
費

に
対
し
て
、
１
万
円
＋
組
織
構

成
世
帯
数
×
２
０
０
円
▼
資
機

材
購
入
経
費
に
対
し
て
、
５
万

円
＋
組
織
構
成
世
帯
数
×
１
千

円
。

危
機
管
理
監　
☎
２
１
１
１

■
地
域
施
工
支
援
事
業
補
助
金

　
国
ま
た
は
県
の
補
助
対
象
事

業
と
な
ら
な
い
農
道
、
林
道
、

橋
梁
、
公
共
性
の
高
い
か
ん
が

い
施
設
の
改
良
、
修
繕
、
災
害

復
旧
工
事
、
土
地
改
良
事
業
、

治
山
事
業
を
地
域
住
民
が
請
け

負
い
実
施
す
る
工
事
費（
10
万

円
以
上
）に
つ
い
て
補
助
し
ま

す
。

補
助
額　
▼
10
万
円
を
限
度
に

総
工
事
費
の
４
～
５
割
を
補

助
。

●
原
材
料
支
給　
地
元
住
民
が

直
接
実
施
す
る
軽
微
な
維
持
修

繕
工
事（
道
路
・
水
路
な
ど
）

に
つ
い
て
、
原
材
料
を
支
給
し

ま
す
。

原
材
料　
10
万
円
を
限
度
に
支
給
。

建
設
課　
☎
１
８
６
０

　
北
広
島
町
で
は
地
域
の
活
性
化
・
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
助
け
と
な
る
独
自
の
補
助

金
等
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
等
に
は
、
こ
ま
か
い
採
択
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
担
当
課

で
確
認
を
し
て
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
担
当
課
は
、
説
明
文
の
最
後
に
記
載
し
て
い

る
課
名
で
す
。
電
話
番
号
は
IP
電
話
の
下
４
桁
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
電
話

す
る
時
は
０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
各
課
の
番
号
を
加
え
て
お
か
け
く
だ
さ
い
。

《 広 告 募 集》
　町内各世帯に届く「広報きたひろしま」に有料広告を出すことができます。
商品の紹介や求人広告などを広報紙でアピールしませんか。
●広告の種類
○１号広告　縦4.5㎝ × 横17.3㎝　　広告料２０，０００円【1回】
○２号広告　縦4.5㎝ × 横18.5㎝　　広告料１０，０００円【1回】
●掲載場所
　表紙・裏表紙を除くページの最下段（ページ指定はできません）。イメージと
して、１号広告なら最下段すべて。２号広告なら横半分になります。
●掲載方法
　総務課へ、申込書と納税証明、会社の詳細がわかるパンフレットを提出して
ください。なお、申し込みは掲載を希望する号の１ヶ月前に行ってください。

「広報きたひろしま」
　毎月第３金曜日発行。発行数、約８，８００部。
問総務課広報広聴室　☎０５０－５８１２－２１１１
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■
森
づ
く
り
事
業

　

里
山
林
な
ど
の
保
全
活
動

や
、
緑
と
ふ
れ
あ
う
場
を
活
用

し
た
交
流
事
業
の
経
費
に
対
し

て
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
▼
植
樹
経
費
な
ど
に

対
し
て
限
度
額
30
万
円
。

産
業
課　
☎
１
８
５
７

■
有
害
鳥
獣
対
策

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な

ど
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
ト
タ
ン
や
電
気
柵
、
わ
な

の
購
入
費
な
ど
に
対
し
て
補
助

し
ま
す
。（
10
月
末
申
請
締
切
）

補
助
額　
▼
ト
タ
ン
・
電
気
柵

の
資
材
費
に
対
し
て
10
分
の
３

（
限
度
額
５
万
円
）を
補
助
▼

囲
い
わ
な
・
箱
わ
な
の
購
入
費

に
対
し
て
２
分
の
１（
限
度
額

10
～
５
万
円
）を
補
助（
予
算

の
範
囲
内
に
お
い
て
）。

産
業
課　
☎
１
８
５
７

■
資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

　
町
民
総
ぐ
る
み
運
動
事
業

　
廃
棄
物
の
減
量
化
、
再
資
源

化
を
目
的
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
を
通
し
て
地
域
の
協
働
、
環

境
意
識
の
向
上
に
資
す
る
た

め
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
対
し

て
助
成
し
ま
す
。

助
成
額　
▼
新
聞
紙
な
ど
の
古

紙
▼
ア
ル
ミ
缶
▼
ス
チ
ー
ル
缶

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
衣
類
に
対

し
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
５
円
。

町
民
課　
☎
１
８
５
４

■
ひ
ろ
し
ま
ア
ダ
プ
ト
活
動　

支
援
事
業（
広
島
県
事
業
）

　
広
島
県
が
管
理
す
る
道
路
・

河
川
に
つ
い
て
、
ア
ダ
プ
ト
活

動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
の
活

動
経
費
の
一
部
を
奨
励
金
と
し

て
補
助
し
ま
す
。

※
ア
ダ
プ
ト
活
動
と
は

　

ア
ダ
プ
ト
が「
養
子
縁
組
を

す
る
」と
い
う
趣
旨
か
ら
、
住

民
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
清

掃
・
草
刈
活
動
を
中
心
に
、
公

共
空
間
を
わ
が
子
の
よ
う
に
面

倒
を
見
て
い
く
活
動
。

補
助
額　
▼
５
千
円
～
２
万
円

（
活
動
参
加
人
数
に
よ
る
）。

建
設
課　
☎
１
８
６
０

子
ど
も
を
安
心
し
て

生
み
育
て
ら
れ
る
地
域
に

■
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い

体
外
受
精
、
顕
微
授
精
な
ど
の

特
定
不
妊
治
療
を
さ
れ
た
方

で
、
広
島
県
の
不
妊
治
療
費
助

成
を
受
け
て
お
ら
れ
、
ご
夫
婦

と
も
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る

方
に
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
及

び
妊
娠
出
産
の
機
会
の
促
進
を

は
か
る
た
め
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
▼
１
回
あ
た
り
限
度

額
15
万
円（
回
数
制
限
あ
り
）。

保
健
課　
☎
１
８
５
３

■
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
レ
ン
タ
ル
事
業

　
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

地
域
の
実
現
を
目
標
に
、
乳
児

用
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
と
幼
児
用

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
安
価
で

貸
し
出
す
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

レ
ン
タ
ル
期
間　
乳
児
用
１
ヵ

月
か
ら
９
ヵ
月
ま
で
、
幼
児
用

１
ヵ
月
か
ら
12
ヵ
月
ま
で
貸
し

出
し
ま
す
。
レ
ン
タ
ル
料
な
ど

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

福
祉
課
　
☎
１
８
５
１

■
北
広
島
町
地
域
子
育
て

　
支
援
活
動
事
業
補
助
金

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
力
を

育
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活

性
化
な
ど
を
図
る
た
め
の
子
育

て
支
援
活
動
を
実
施
す
る
町
内

の
団
体
に
対
し
て
補
助
し
ま

す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

補
助
額
　
▼
要
綱
で
定
め
た
対

象
経
費
。
一
団
体
上
限
50
万
円

＊
申
込
締
切
：
平
成
25
年
６
月
14
日

新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成

■
農
業
者
大
学
校
就
学
支
援

　

25
歳
未
満
の
町
内
在
住
者

が
、
卒
業
後
、
就
農
す
る
た
め

農
業
技
術
大
学
校
に
就
学
す
る

場
合
、
学
費
及
び
寮
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

産
業
課　
☎
１
８
５
７

■
新
規
就
農
研
修
支
援

　
39
歳
以
下
の
研
修
生
が
、
北

広
島
町
新
規
就
農
研
修
施
設
や

先
進
農
家
、
後
継
者
を
必
要
と

す
る
集
落
法
人
に
お
い
て
、
２

年
間
実
践
研
修
す
る
場
合
、
研

修
資
金
を
交
付
し
ま
す
。

産
業
課　
☎
１
８
５
７

■
新
規
就
農
支
援

　
認
定
就
農
計
画
を
策
定
し
県

の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
就
農

時
に
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

産
業
課　
☎
１
８
５
７

※
新
規
就
農
支
援
事
業
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
直
接
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
園
芸
振
興
事
業

　
少
量
多
品
目
出
荷
用
野
菜
の

生
産
に
取
組
む
生
産
者
を
支
援

す
る
事
業
と
し
て
、
そ
の
施
設

等
導
入
に
係
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
▼
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等

導
入（
経
費
の
２
分
の
１
、
上

限
30
万
円)

ほ
か

産
業
課　
☎
１
８
５
７
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通
貨
に
よ
り
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
▼
購
入
費
、
施
工
費

用
の
５
％
～
2.5
％
（
上
限
額
あ

り
）。

企
画
課　
☎
１
８
５
６

守
り
伝
え
よ
う
民
俗
芸
能

■
民
俗
芸
能
（
神
楽
・
花
田
植

な
ど
）
に
対
す
る
助
成

　

衣
装
・
器
材
な
ど
の
修
繕
・

購
入
を
お
考
え
の
場
合
は
、
助

成
制
度
を
持
つ
機
関
・
団
体
を

紹
介
し
ま
す
。
提
出
物
の
準
備

な
ど
多
数
の
書
類
が
必
要
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

補
助
額　
下
表
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課　
☎
１
８
６
４

生
活
環
境
の
改
善
に
支
援

■
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽（
設

置
・
維
持
管
理
費
）補
助
金

　
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
区

域
以
外
で
、
小
型
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
・
維
持
管
理
費
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
▼
10
人
槽
～
５
人
槽

の
設
置
に
お
い
て
、
限
度
額

88
万
８
千
円
～
55
万
４
千
円

（
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
）。

上
下
水
道
課　
☎
１
８
６
１

■
生
活
用
水
取
水
施
設
整
備

　
補
助
金

水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
地
域
に
お
い
て
生
活
用
水
を

確
保
す
る
た
め
井
戸
等
を
設
置

す
る
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

補
助
額
　
▼
補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
（
限
度
額
60
万
円
）

上
下
水
道
課
☎
１
８
６
１

新
規
定
住
者
を
迎
え
る
た
め
に

■
新
規
定
住
化
促
進
対
策
事
業

　
新
規
定
住
者
が
新
し
く
住
む

た
め
の
住
居
を
新
築
・
改
修
す

る
場
合
の
経
費
の
一
部
を
地
域

助成機関・団体 対象となる民俗芸能 締切 限度額
財団法人伝統文化活性化国民協会 国指定無形民俗文化財など ８月 50 万円
エネルギア文化スポーツ財団 伝統文化など 11 月 25 万円
三菱 UFJ 信託地域文化財団 伝統芸能など 11 月 50 万円
社団法人全日本郷土芸能協会 伝統文化の後継者育成 11 月 大会出演
ひろしま文化振興財団 郷土文化・文化のまちづくり 11 月 30 万円
沖永文化振興財団 伝統的民俗芸能 11 月 20 ～ 50 万円
地域伝統芸能活用センター 伝統芸能 12 月 記念公演出演
三井住友海上文化財団 郷土芸能・音楽の国際交流 12 月 50 万円
明治安田クオリティオブライフ文化財団 民俗芸能、伝統的生活技術 １月 70 万円
財団法人伝統文化活性化国民協会 伝統文化の後継者育成 ２月 90 万円
ポーラ伝統文化振興財団 伝統技術・伝統芸能など ３月 30 ～ 200 万円

◎必ず、事前の相談を！
　補助金等ガイドには大まかな内容しか載せていません。補助金等の申請を考えている
場合は、必ず事前に担当課へ相談してください。

●補助金は着手前の申請が原則です！
　事業を行った後の申請では補助金を交付することはできません。
　必ず、事前に申請して、正式な交付決定を受けてください。
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新たな加工品作りにチャレンジしてみませんか？

　新たな農業へのチャレンジ事業
　●事業内容
　地域での話し合い活動を通じて、町内の農林畜産物を利用し、出荷または販売を目的とした
新たな加工品の開発または創出に取組むために、機械の導入・施設などの整備を行う団体など
に対して補助を行います。

　●対象者
　・特産加工品の創出を新たに進めているか始めようとしている団体など
　・既存の取り組みを拡充するため、特産加工品の生産量の増加または品質向上に取組む
　　団体など
　・品目の異なる農林畜産物について新たに加工または販売に取組む団体など

ただし、団体などについては次の項目を満たすもの
　・町内に住所を有する者を中心に３戸以上の構成員で構成された団体または農業経営を
　　行う法人など
　・代表者の定めがあり、組織や運営について規約の定めがある団体

●補助額及び補助率
　補助対象事業費が総額10万円をこえるもの
　補助率は事業費の２分の１
　補助限度額50万円
　＊予算に限りがありますので、先着順で申請を受け付けます。

　くわしくは北広島町役場産業課へお問い合わせください。

問産業課農業振興係　IP ☎０５０－５８１２－１８５７　

　「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」の参加者を募集しています。

　日本遺族会は、この事業を厚生労働省からの補助を受け実施しており、先の大戦で父など
を亡くした戦没者の遺児を対象として、父などの戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行い、
同地域の住民と友好親善をはかることを目的として行っています。
　費用は、参加費として９万円。日程などの詳細は、日本遺族会事務局へお問合せください。
　また申込は、お住まいの各都道府県遺族会へ。

〈実施地域〉
（広域地域）①旧満州②西部ニューギニア③アッツ島④旧ソ連⑤中国（1次）⑥マリアナ諸島
⑦東部ニューギニア（1次）⑧ボルネオ・マレー半島⑨トラック・パラオ諸島⑩ソロモン諸
島⑪フィリピン（1次）⑫ミャンマー・ベトナム（1次）⑬台湾・バシー海峡⑭東部ニューギ
ニア（2次）⑮ミャンマー・インド（2次）⑯フィリピン（2次）⑰中国（2次）

（特定地域）①ビスマーク諸島②西部ニューギニア③マーシャル・ギルバート諸島

問日本遺族会事務局☎０３－３２６１－５５２１
申込広島県遺族会　☎０８２－２４７－１２１６
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広
島
県
は
、
地
域
課
題
解
決
の
た
め

の
取
り
組
み
に
対
し
、
経
費
の
５
分
の

４
を
補
助
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
補
助
対
象
に
な
る
の
は
、
地
域
課

題
に
対
し
て
住
民
自
治
組
織
が
主
体
と

な
っ
て
行
う
先
進
的
な
取
り
組
み
で
、

提
案
が
あ
っ
た
取
り
組
み
の
中
か
ら
、

審
査
の
後
５
件
程
採
択
さ
れ
ま
す
。

　
応
募
は
北
広
島
町
を
経
由
し
て
広
島

県
へ
行
う
事
に
な
り
ま
す
の
で
、
支
援

を
希
望
す
る
新
た
な
取
り
組
み
が
あ
れ

ば
、
期
日
ま
で
に
企
画
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
広
島
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.hiroshim

a.
lg.jp/soshiki/35/seikatsu.htm

l

補
助
対
象
事
業

　
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
住

民
自
治
組
織
が
実
施
す
る
先
導
的
か
つ

新
た
な
取
り
組
み
。

※
取
り
組
み
例

・
病
院
な
ど
へ
の
移
動
が
不
便

　
→
地
域
自
主
運
行
送
迎
車
の
実
施

・
草
刈
や
雪
か
き
が
大
変

　
→
自
治
会
サ
ポ
ー
ト
隊
の
結
成

補
助
率
な
ど

　

補
助
率
５
分
の
４
以
内
（
上
限

２
５
０
万
円
）。
概
算
払
い
が
可
能

で
す
。

　
取
り
組
み
の
初
期
投
資
に
関
す
る
経

費
で
、
補
助
対
象
年
度
に
支
払
が
完
了

す
る
も
の
が
補
助
対
象
経
費
と
な
り

ま
す
。

応
募
期
限

　
平
成
25
年
６
月
14
日
ま
で
に
役
場
企

画
課
へ
応
募
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
書
類
は
広
島
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
応
募
を
考
え
て
い
る
場
合
は
、
早
め

に
企
画
課
企
画
調
整
係
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問
企
画
課
企
画
調
整
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

　
芸
北
地
域
の
西
南
地
区
振
興
協
議
会

は
、
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
る
山
里
の

荒
廃
、
過
疎
化
に
よ
る
地
域
商
店
の
経

営
難
な
ど
の
地
域
課
題
解
決
の
た
め
、

広
島
県
の
生
活
支
援
モ
デ
ル
事
業
を
利

用
し
て
、「
芸
北
せ
ど
や
ま
再
生
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
木
材
価
格
の
低
迷
と
地
域
の
高
齢
化

の
た
め
、
手
つ
か
ず
の
山
林
が
増
え
、

せ
ど
や
ま
が
荒
れ
て
い
く
風
景
を
ど
う

に
か
し
よ
う
と
地
域
住
民
主
体
で
始
め

た
取
り
組
み
で
す
。

芸
北
せ
ど
や
ま
再
生
事
業

《
過
疎
地
域
の

生
活
支
援
モ
デ
ル
事
業
実
施
例
》

　
せ
ど
や
ま
の
再
生
の
た
め
、
少
量
で

も
安
定
的
に
木
を
買
い
上
げ
る
仕
組
み

を
作
り
、
せ
ど
や
ま
の
木
が
資
源
と
し

て
活
用
さ
れ
る
事
で
、
山
林
の
景
観
と

生
態
系
保
全
へ
つ
な
が
る
取
り
組
み
で

す
。
住
民
自
ら
が
搬
出
し
た
木
を
地
域

内
店
舗
の
み
で
使
え
る
地
域
通
貨
「
せ

ど
や
ま
券
」
で
買
い
上
げ
る
事
で
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
、
薪

な
ど
の
利
用
が
進
む
事
で
、
近
年
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
促
進
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
の
研
修

費
用
や
設
備
の
購
入
費
、
地
域
通
貨
の

原
資
な
ど
に
県
の
補
助
金
を
使
っ
て
い

ま
す
。
事
業
初
年
度
で
あ
る
平
成
24
年

度
に
は
、
１
０
０
ト
ン
を
超
え
る
木
材

が
集
ま
り
、
せ
ど
や
ま
の
景
観
が
き
れ

い
に
な
っ
た
と
好
評
で
す
。
週
に
１
回

の
木
材
の
搬
入
日

に
は
、
搬
入
し
た

仲
間
が
薪
ス
ト
ー

ブ
を
囲
ん
で
談
笑

す
る
な
ど
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

～
地
域
の
課
題
を
み
ん
な
で
解
決
～

過
疎
地
域
の
生
活
支
援
モ
デ
ル
事
業
募
集
！　
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ありがとうございます！
『広報きたひろしま』　～〈祝〉100号～

◎ みなさんにとって親しみやすく楽しい町の情
報をお伝えできる広報にしていきたいです。 

（K)

「湯
ゆざきひでひこ

﨑英彦の地域の宝　チャレンジ・トーク」開催
県政知事懇談

　湯﨑英彦県知事のあいさつ、地域住民の方（4組）による挑戦の取組の発表があります。
●日時　６月29日（土）　13時30分～14時40分　（開場　13時～）
●場所　ＪＡ広島北部千代田支店 講堂     （北広島町有田532-1）
　　　　※傍聴者の定員は、150人（事前申し込み不要）です。
問広島県総務局広報課　☎０８２－５１３－２３７８
　総務課広報広聴室　IP☎０５０－５８１２－２１１１

◎ 最も身近な情報誌であり続けること。「広報
きたひろしま」がそんな存在であることを
願ってやみません。 （K)

　平成17年２月に北広島町が誕生して以来、毎月発行している『広報きたひろしま』が今月号で
100号を迎えることができました。これまで取材などでご協力をいただいたみなさま方に感謝し
ます。～今回は、歴代広報担当者からの『広報きたひろしま』に対する思いを紹介します。～

◎ 町の歴史が積み重なると同時に生まれる広報
紙。200号のときは、もっと町が発展してい
ますように。 （T)

◎ 壬生の花田植や大塚小学校の取材が印象に残
ります。今後も町民のみなさんと歩む広報紙
であってほしいですね。 （H)

◎ 100号の次は200号を目標に、読みやすく役
に立つ広報紙を作っていきましょう。（M)

◆『広報きたひろしま』の創刊とともに続いている　
　《高原からの花便り》も№100を迎えました。毎回
　素敵な写真とともに文章を寄せてくれる白川さんか
　らのコメントです。

○ 高原の風土・花の生き方を綴った便りも、気が付け
ば100通です。これからも、読む方の顔を思いなが
ら、ゆっくりと書いていきますので、八幡高原を思
いながら読んでください。

＊今後とも、『広報きたひろしま』を
　よろしくお願いします。
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【井上雅央先生】
（広島県鳥獣被害対策スペシャリスト）

　
３
月
号
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を

中
心
と
し
た
農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
対

策
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
大
切
な
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
」に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、「
広

島
県
鳥
獣
被
害
対
策
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
」の
井
上
雅
央
先
生
の
お
話
で
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
獣
害
対
策
を
行
う
に

は「
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
」が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　
現
在
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
必
見
で
す
。

　
今
後
の
獣
害
対
策
に
ぜ
ひ
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

知
っ
て
か
ら
や
る
獣
害
対
策（
６
）

　
～
大
切
な
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
～

【
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
参
考
本
の
貸
出
に
つ
い
て
】

●
本
：「
こ
れ
な
ら
で
き
る
獣
害
対
策
」

　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
雅
央
先
生
著
）

●
Ｄ
Ｖ
Ｄ
：「
暮
ら
し
を
守
る
獣
害
対

策
シ
リ
ー
ズ
」（
井
上
雅
央
先
生
ほ
か

監
修
）

◎
貸
出
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
右
記
問

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
か
ら
や
る
鳥
獣
被
害
対
策

～
守
れ
る
畑
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
～
Ｖ
ｏ
ｌ
．
４

問
産
業
課 

IP
☎
１
８
５
７

☆
近
隣
市
町
の
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト

ゆ
か
た
で
き
ん
祭

（
広
島
市
）

　
広
島
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る「
ゆ
か

た
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
市
民
参
加

型
の
祭
り
。
中
央
通
り
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
、
華
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。

■
期
間　
６
月
７
日（
金
）～
９
日（
日
）

■
場
所　
広
島
市
内
中
心
部
一
帯

問
ゆ
か
た
で
き
ん
祭
実
行
委
員
会

　
　
☎
０
８
２
‐
２
４
５
‐
１
４
４
８

が
率
先
し
て
市
の
職
員
に
混
じ
っ
て
勉

強
会
に
出
た
り
、
共
同
作
業
で
汗
を
流

す
地
域
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
次
回
か
ら
は
、
餌

付
け
を
や
め
て
獣
が
見
向
き
も
し
な
い

集
落
を
作
る
に
は
こ
の
順
序
し
か
な

い
っ
て
お
話
し
で
す
。

問
産
業
課
林
業
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

E-m
ail : rin

g
y

o
@

to
w

n
.    

kita
h

iro
sh

im
a

.lg
.jp

　

前
回
は【
や
っ
て
も
ら
う
】
よ
り

【
自
分
で
や
る
】の
話
で
し
た
。

　
地
域
に
す
ぐ
に
補
助
事
業
を
口
に
す

る
行
政
依
存
型
の
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
が
い

る
と
こ
ろ
で
は
、地
域
全
体
の
や
る
気
、

創
意
工
夫
、
連
帯
感
が
封
印
さ
れ
、
い

つ
ま
で
た
っ
て
も【
や
っ
て
も
ら
う
】

か
ら
卒
業
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
対
し
て【
自
分
で
や
る
】気

の
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
が
い
る
地
域
で
は
、

自
分
た
ち
が
い
っ
た
い
何
を
や
る
べ
き

か
、
み
ん
な
で
勉
強
し
始
め
ま
す
よ

ね
。【
自
分
で
や
る
】こ
と
の
特
徴
は
、

視
察
し
た
人
た
ち
が
、「
こ
れ
な
ら
出

来
そ
う
」っ
て
気
持
ち
に
な
り
、
あ
ち

こ
ち
で【
自
分
で
や
り
始
め
る
】こ
と

で
す
。

　
島
根
県
の
美
郷
町
吾
郷
地
区
を
モ
デ

ル
に
、
広
島
県
で
も
、
大
規
模
農
家
も

家
庭
菜
園
だ
け
の
住
民
も
、
み
ん
な
が

サ
ル
を
追
い
払
い
、
放
任
果
樹
を
伐
採

す
る
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
格
の
議
員
さ
ん

赤ちゃんから高齢者まで、健康や介護に関する
ことなど、お気軽に相談ください。
☎：保健課　　　　　　　　　　IP １８５３
　　芸北ホリスティックセンター　 IP ２２３０
　　大朝保健センター　　　　　IP ２２１１
　　豊平保健福祉総合センター　IP １５０１

健康に関する相談窓口
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きたひろネットセンター問 IP ☎７４４７

千代田地区有線放送設備（ゆうあいネット施設）撤去工事の日程等について

撤去の地区別日程をお知らせします

　撤去工事手順　
① 全戸を訪問して軒下の保安器及び引込線の撤去を行います。（保安器以降の宅内配線、機器は、

それぞれみなさんで撤去をお願いします。）
②訪問の際には、事前に電話などで日程調整をさせていただきます。
③道路などの幹線の有線ケーブルの撤去を行います。
④電柱の撤去を行います。
⑤電柱を抜いた際には、抜いた穴を埋め戻します。

※ 電柱の撤去工事を行う際に、私有地に入って作業することがありますので、ご理解とご協力を
お願いします。

※ 防犯灯・カーブミラーなどとして利用、又はきたひろネット、中電、NTTのケーブルが利用
している電柱は、撤去しません。

※撤去作業する際、作業員は、腕章、身分証明書を携帯しております。

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

引 込 撤 去

幹 線 撤 去

柱 撤 去

引 込 撤 去

幹 線 撤 去

柱 撤 去

引 込 撤 去

幹 線 撤 去

柱 撤 去

引 込 撤 去

幹 線 撤 去

柱 撤 去

引 込 撤 去

幹 線 撤 去

柱 撤 去

引 込 撤 去

幹 線 撤 去

柱 撤 去

地  区 数  量 ・ 規  模
４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月８月

八  重

八重東

壬  生

川　迫

南  方

本  地
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ＪＡ広島市へ感謝状を贈呈
とよむすめ茶の売上金の一部を寄贈
　４月30日、ＪＡ広島市・代表理事理事長籾
田さんとＪＡ職員の谷口さんが来町され、昨年
に引き続き、ＪＡ広島市から北広島町へ、とよ
むすめ茶の売上金の一部が寄贈されました。　
　昨年の寄付金で、豊平地域の龍頭山山頂に標
柱が整備されました。今年も本町の豊かな自然
を守る活動に活用される予定です。

籾田代表理事理事長へ感謝状を贈呈しました

ＥＰＡ介護福祉士国家試験合格
外国人介護福祉士候補者3人が町長へ合格の報告
　北広島町でＥＰＡ（経済連携協定）に基づき、日本の介護福祉士の国家試験合格を目指し研修を
していた候補者３人が、試験に合格しました。昨年のアナさんの合格に続く快挙です。特別養護老
人ホーム正寿園に勤務するインドネシアの女性、ヘスティ・クスワンタリさんとマデ・アリアニさ
ん、老人保健施設あけぼのに勤務するフィリピンの男性、ベンダニリオ・イノセイシュア・ジュニ
ア・アルボロ（通称 ジョイ）さんの３人です。沢山の人から候補者の努力をたたえる声が寄せられ
ているようです。合格された３人は、「非常に難しい試験に合格できたのは、周囲の方のあたたか
い励ましと的確なサポートのおかげです」と感謝していました。

左からヘスティさん、ジョイさん、マデさん

農業経営へさらなる意欲
町認定新規就農研修生が町長へ研修報告
　新規就農研修生が、町長を訪問しました。
この３月で２年間の実地研修を終えた中原の多
川さんは、「受入れ先の本田農園さんなどのお
かげで第1歩を踏み出すことができました。農
業経営者として一生懸命頑張ります」と決意を
語りました。また、研修２年目の折出さんと上
田さんは、引き続き川戸及び石井谷の先進農家
でミニトマトの実践研修を続けられます。

町長へ研修の報告と今後の抱負などを話されました

関係者のみなさんと町長室へ報告に来られました
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　吉川氏城館跡（小
お ぐ ら や ま

倉山 城
じょう

跡
あと

・万
まんとくいんあと

徳院跡・吉
きっかわ

川元
もとはる

春 館
やかた

跡
あと

）からの出土品1,141
点が平成25年４月12日に広島県の重要文化財に指定されました。
　吉川氏城館跡は、城跡・寺跡・館跡など９つの遺跡が国の史

し せ き
跡や名

めいしょう
勝

に指定されています。このうち小倉山城跡・万徳院跡・吉川元春館跡は
平成３年から平成17年度に広島県教育委員会と旧大朝町、旧千代田町、
旧豊平町（現北広島町）が史跡整備に伴い発掘調査を行い、その成果に基づ
いて現在歴史公園として公開しています。このたびの指定品は、この発
掘調査に伴って出土したものです。

今回は小倉山城跡について紹介します。

　小倉山城跡は15世紀中から16世紀中頃までの吉川氏の本
ほんきょじょう

拠城で、本丸・二の丸・三の丸の郭
くるわぐん

群
に分かれ、約４万㎡（４町歩）の広さです。発掘調査が行われたのは本

ほんまる
丸郭群と呼ばれる城の最高

所とそれを取り巻く郭で、建物跡・土
ど る い

塁・堀
ほりきり

切・塀
へいあと

跡・門
もんあと

跡・炉
ろ あ と

跡などがみつかっています。
　出土品には土器や輸入陶磁器（中国産・朝鮮半島産）、武器や農具などの鉄製品、碁石や石鍋など
の石製品など多種・多様なものが出土しています。多くの日常品のほか中国から輸入された青磁と
呼ばれる大きな皿や器台など贅沢品もあり、城に居住施設があったことや宴会や儀式が行われてい
たことがわかりました。また、鍛冶に関係するもの（炉に空気を送る鞴

ふいご
の一部や鉄をたたいた時に飛び

散る鉄の細片など）も多くみつかっており、本拠が日
ひのやまじょう

山城に移り城の機能が終えた後も、鍛冶工房と
して使われていたことを示しています。
　これらの出土品は当時の生活や技術などがわかる多種・多様なもの
で、中国地方を代表する一括遺物として貴重です。
　指定を受けた1,141点のうち約400点が戦国の庭歴史館に展示してあ
りますので、おこしください。
なお、万徳院跡と吉川元春館跡については次号で紹介します。

問戦国の庭歴史館　
IP ☎０５０－５８１２－１７８５　

吉
きっかわしじょうかんあと

川氏城館跡の出土品が広島県の重要文化財に指定されました

小倉山城跡　陶磁器

2013年夏休み　国内交流事業
『第34回　富士山・青少年国際交流キャンプ』参加者募集

期　間：７月31日（水）～８月４日（日）４泊５日
場　所：山梨県本栖湖青少年スポーツセンター
定　員：日本人80名　外国人20名
対　象：小学３年生～中学３年生
内　容：富士登山、テント設営＆生活体験、野外炊飯体験、キャンプファイヤーなど
締　切：７月５日（金）
説明会：６月22日（土）ＲＣＣ文化センター（広島）〈全国12か所で実施〉
問公益財団法人　国際青少年研修協会　☎０３－６４５９－４６６１
　ＵＲＬ　http://www.kskk.or.jp

小倉山城跡
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

■
児
童
手
当
現
況
届

　
児
童
手
当
を
現
在
受
け
て
い
る
す
べ

て
の
方
は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
届
は

６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
報
告
し
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
満

た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
受
給
者
の
方
へ
は
、

役
場
か
ら
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
確
認
し
て
ご
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
分
以
降（
10
月
期
）の
手
当
は
、

現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
IP
☎
１
８
５
１

芸
北
支
所
自
治
振
興
課
IP
☎
２
１
１
０

大
朝
支
所
自
治
振
興
課
IP
☎
２
２
１
１

豊
平
支
所
自
治
振
興
課
IP
☎
１
１
２
２

■
平
成
25
年
度
調
理
師
試
験
の
実
施

試
験
の
日
時
平
成
25
年
８
月
20
日(

火)

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

試
験
場
所　
安
田
女
子
大
学

受
験
願
書
の
受
付
期
間

　
平
成
25
年
６
月
12
日（
水
）か
ら

　
平
成
25
年
６
月
21
日（
金
）ま
で

受
験
願
書
の
提
出
先
保
健
課
健
康
増
進
係

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

■
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
月
間

　
５
月
・
６
月
は
不
正
大
麻
・
け
し
撲

滅
運
動
月
間
で
す
。
５
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
、
庭
先
な
ど
で
美
し
い
花
を
咲

か
せ
て
私
た
ち
の
目
を
和
ま
せ
て
く
れ

る
け
し
に
は
、
植
え
て
は
い
け
な
い
種

類
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

植
え
て
も
よ
い
け
し
は
、「
ひ
な
げ

し
」「
お
に
げ
し
」「
あ
ざ
み
げ
し
」
な

ど
で
、
全
体
に
毛
が
多
く
生
え
て
い

ま
す
。

　
反
対
に
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し

に
は
毛
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
葉
や
茎
は

白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て
お
り
、
葉
が
茎

を
巻
き
込
む
よ
う
に
し
て
付
い
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
大
麻
は
、
昔

か
ら
「
あ
さ
」
と
呼
ば
れ
、
繊
維
や
種

子
を
採
る
た
め
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
麻
薬
成
分
を
含
む
た
め
、
栽
培

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
け
し
の
見
分
け
方
に
つ
い
て
わ
か
ら

な
い
こ
と
や
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け

し
や
大
麻
を
見
か
け
た
と
き
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

■
第
８
回
食
育
推
進
全
国
大
会
の
開
催

日
時
　
６
月
22
日（
土
）～
23
日(

日)
場
所

　
広
島
市
南
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

　
県
立
広
島
産
業
会
館

　
県
立
広
島
大
学
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容

　
食
育
に
関
す
る
講
演
会
や
広
島
の
食

を
楽
し
む
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
な
ど

問
広
島
県
健
康
対
策
課

　

    

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
０
７
６

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

　
定
期
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

定
期
検
査
日　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
11
時（
要
電
話
予
約
）

　
６
月
１
日
～
７
日
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

普
及
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
６
月
の
定
期
検
査
は
時
間
を
延

長
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
検
査
は
、
感
染
の
可
能
性
が
あ
っ
た

日
か
ら
２
～
３
か
月
以
降
に
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
６
月
11
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

　
　
　
※
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

場
所
広
島
県
庁
農
林
庁
舎
１
階
診
察
室

予
約　
広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　
保
健
課
保
健
対
策
係

問
☎
０
８
２
‐
２
２
８
‐
２
１
１
１

　
　
（
内
線
５
５
２
２
～
５
５
２
４
）

※
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
で
き
ま
す
。

事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

これは植えては
いけないけし
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…
問
い
合
わ
せ
先

問

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ



技
術
短
期
大
学
校
で
す
。

　
電
気
・
機
械
な
ど
に
興
味
の
あ
る
若

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程

　
６
月
１
日
・
22
日(

土)

　
７
月
13
日(

土)

　
８
月
２
日(

金) 

　
９
月
28
日(

土) 

　
10
月
26
日(

土) （
全
６
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
12
時
30
分

　
（
受
付
は
９
時
50
分
～
）

場
所　
広
島
県
立
技
術
短
期
大
学
校

　
　
（
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
広
島
）

　
広
島
市
西
区
田
方
二
丁
目
25
‐
１

　
（
駐
車
場
あ
り
）

体
験
内
容

　
生
産
技
術
科

　
『
ヨ
ー
ヨ
ー
を
つ
く
ろ
う
』

　
制
御
技
術
科

　
『
バ
ー
サ
ラ
イ
ト
を
つ
く
ろ
う
』

募
集
人
数

  

各
科
10
名
程
度（
先
着
順
）

申
込
み
問〈
〆
切
は
３
日
前
ま
で
〉

　
☎
０
８
２
‐
２
７
３
‐
２
２
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
短
大
募
集
担
当
）

■
放
送
大
学
10
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度
第
２

学
期（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

問
放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

■
町
営
住
宅
等
入
居
者
募
集（
定
期
）

　
町
営
住
宅
等
の
入
居
者
の
６
月
募
集

を
行
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
建
設
課
都
市
管
理

係
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅

　
志
路
原
団
地  
１
戸（
豊
平
）

　
松
崎
団
地【
世
帯
】 

２
戸（
豊
平
）

　
松
崎
団
地【
単
身
】 

１
戸（
豊
平
）

申
込
受
付
期
間

　
　
６
月
３
日（
月
）～
６
月
10
日（
月
）

　
　
＊
土
・
日
を
除
く

　
※
入
居
可
能
日
は
７
月
１
日
以
降
と

　
な
り
ま
す
。

　
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
受
付
期

　
間
終
了
後
に
抽
選
と
な
り
ま
す
。 

問
建
設
課
都
市
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

芸
北
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
１
１
２
４

■
町
営
住
宅
等
入
居
者
募
集（
随
時
）

　
町
営
住
宅
等
の
入
居
者
を
先
着
順
で

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
建
設
課
都
市
管
理

係
ま
た
は
各
支
所
の
産
業
建
設
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
八
幡
団
地（
芸
北
）

　
琴
谷
団
地（
豊
平
）

　
特
公
賃
・
雄
鹿
原
団
地（
芸
北
）

　
特
公
賃
・
上
市
団
地（
大
朝
）

　
特
公
賃・松
崎
団
地・単
身
棟（
豊
平
）

　
犬
追
原
団
地（
大
朝
）

　
＊
犬
追
原
団
地（
一
部
）は
、「
65
歳

　

以
上
の
方
」ま
た
は「
身
体
に
障
害

　
の
あ
る
方
」が
対
象
で
す
。

問
建
設
課
都
市
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

芸
北
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
産
業
建
設
課
IP
☎
１
１
２
４

■
町
有
千
代
田
住
宅
入
居
者
募
集

　
町
有
千
代
田
住
宅（
旧
雇
用
促
進
住

宅
）の
入
居
者
を
先
着
順
で
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
建
設
課
都
市
管
理

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

■
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
広
島

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
Ｇ
Ｏ
！

　
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
広
島
は
、
広
島
県

が
設
置
し
た
も
の
づ
く
り
に
特
化
し
た
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生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て



問 北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　 IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６
　 Webサイト http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

企　　業　　名 募 集 職 種
● 正社員の募集

（医）明和会 介護支援専門員・介護職・看護師
とよひら小規模多機能ホーム 介護職

（医）社団慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）
（医）社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）・介護職

（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）
特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

焼肉 河九 調理
広島北ホテル 調理師・レストランホールスタッフ
今井運送（株） 大型ウイング運転手（10～15ｔ）

（有）八重製材所 住宅の施工管理
(株)千代田工務店 土木技術者・土木作業員
(株)広栄建設産業 建設業

（有）エルモ 美容業務全般（美容室）
Life shop かわすみ 食品スーパー内業務全般

立川医院 看護師（正・准）
（有）中越木材 木材の伐採、運搬
(株)竹下生コン 品質管理、大型運転手

(株)輝陽 作業員（医療廃棄物処分）
デイサービスセンター やすらぎ 看護師（正・准）

丸二(株) 食品添加物製造・梱包作業
（有）ハナキ保険企画 営業、営業事務

（有）つかさランドリー クリーニング受付・コインランドリー管理
福山通運（株）広島北支店 集配運転手

北広島町豊平病院 薬剤師
太田川森林組合 林産現場作業員
益水興産（有） 栄養士、調理員

(株)森下電設工業 電工
（有）三田造園 造園に関わる作業

(株)ジール 建築士
山県東部生コン（株） 配車係

● パートの募集
とよひら小規模多機能ホーム 介護職
特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職、調理員

あけぼの訪問介護事業所 訪問介護ヘルパー
（医）せがわ会 通所・訪問介護事業所 ヘルパー職員

（株）ワークスタッフ 広島営業所 作業員，レジ業務、倉庫内ピッキング作業
（株）ワールドインテック 型枠の組立・解体・清掃業務
千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 キャディ、調理補助、清掃・洗濯
西川物産（株）千代田工場 内職、工場内作業

新広島ヤクルト販売（株） 千代田センター 乳製品販売（食品販売）
ローソン 千代田インター店 コンビニ店員

（有）種浦商店セブンイレブン広島 千代田インター店 コンビニ店員
ガスト広島 千代田店 ホール・調理

八剣伝 千代田店 ホール・調理
広島北ホテル フロント、カウンター、バーテンダー、レストラン

（株）どんぐり村 接客
（株）むさし 接客販売・調理補助

（株）フレスタサンクス店 レジ・総菜・食堂・品出し部門

５月８日現在 届出順
企　　業　　名 募 集 職 種

● パートの募集
（有）新見仕出し店 調理補助・販売

へんぽこ茶屋 調理・接客、もち製造
（株）Aコープ中国 Aコープちよだ店 レジ

Life shop かわすみ レジ・陳列、販売〔花屋〕
（株）タック 交通誘導警備員

(株)ミチコーポレーション ウェブサイト制作・商品開発
おおあさ鳴滝露天温泉 調理・配膳・清掃

和食　みや島 配膳・食器洗い
立川医院 看護師（正・准）

（株）さんびる 清掃業務
阪神畜産（株） 畜舎内外の管理
（有）エルモ 美容業務全般（美容室）

（株）サルボ両備　寒曳売店 調理・レジ・商品補充・清掃
（有）八重製材所 接客販売
レストハウス大朝 接客・調理・レジ

サンケイサービス（株） 組立・加工・仕上げ、建設機械の部品製造
デイサービスセンター やすらぎ 看護師（正・准）

（株）タカキベーカリー 千代田工場 生産、工務、製造運搬作業
日本郵便（株） 郵便配達

福山通運（株）広島北支店 荷分け作業
（株）ひろし本店 清掃業務、調理補助

（株）オーエスピー 工場内作業
大石農園 農作業

（株）サルツ 工場内作業
（有）ハタヤ 広島営業所 スクリーン印刷作業

エコートレーディング（株）広島支店 工場内作業
ウオクニ（株）広島支店 社員食堂内業務全般

ヤマト運輸（株）広島千代田センター 受付事務
＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

■訂正とお詫び
 広報きたひろしま５月号９ページ、教職員の定
期人事異動の氏名について誤りがありました。訂
正してお詫びします。
誤：前迫　譲　（千代田地域：八重東小学校・校長）
正：前迫　護　　　　　　　〃
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　山田　葵さん
 　　（芸北小学校１年）
　　　＊学年は入賞当時

 入　選
 平成 24 年度

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［相談室専用］
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０
毎週木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時

消費者トラブルメール相談について
～ 24 時間ネット相談  受付開始～

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

>>> Human rights 人権標語

ありがとう
そのひとことが
あったかい

概要
　 誰もがいつでもどこからでも相談できる窓
口を目指して、地域格差、ライフスタイルの多様
化に対応するため、インターネットを活用した消
費生活相談の受付が４月より開始されました。
　特に昼間、仕事や学校で忙しく、被害に遭っ
ても何も行動を起こさない傾向が高い若年者層
の相談を掘り起こし、潜在的な消費者被害の救
済を図ることを目的としています。
対象者
　広島県内に居住する個人の消費者
相談内容
　消費者と事業者間の売買や契約に関するトラブ
ルについて
相談の流れ
　 県ホームページの電子申請専用フォームから
入力･送信された相談について、到着日の翌開所
日を受付日として、概ね２～５日で原則メールに
より回答されます。
※メール回答は1回です。2回目以降の継続相談
は電話か来所での対応となります。
※相談者の希望により、電話で詳細を聞いて回答
することも可能です。

●県ホームページ 電子申請先
　（パソコン・携帯電話・スマートフォンなどで
相談・問い合わせ）
　http：//www. pref.hiroshima.lg.jp/
soshiki/41/internetsyouhiseikatusoudan.html

７月　１日（月）

［４月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,787 人 （３減）

    転　入 95 人

    転　出 83 人

　 出　生 ９人

　 死　亡 24 人

    世帯数 8,369 世帯 （６増）

●町県民税［１期］
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心の相談窓口
　夜眠れない、気分が
落ち込む、イライラす
る。そんな悩みを相談
してみませんか。悩ん
でいる方だけではなく、その方の家族や
身近な方からの相談でもかまいません。
お気軽にご相談ください。
　問 保健課健康増進係　IP ☎１８５３
　問 福祉課福祉係　　　IP ☎１８５１

　
Stop

費者トラブル消
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水
田
に
幾
筋
も
の
早
苗
が
揺
れ
る
頃
に
は
、
心

地
良
い
空
気
が
八
幡
高
原
を
包
み
ま
す
。
田
植
え

ま
で
の
慌
た
だ
し
さ
も
一
段
落
し
て
、
山
肌
は
萌

黄
か
ら
新
緑
へ
と
衣
を
換
え
ま
す
。
木
漏
れ
日
が

降
る
水
口
谷
湿
原
で
は
、
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
が
大
き

な
葉
を
広
げ
て
い
ま
す
。

バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
は
湿
地
に
生
育
す
る
ユ
リ
科
の

多
年
草
で
す
。
森
の
中
で
地
下
水
が
し
み
出
す
よ

う
な
場
所
や
、
田
の
畦
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
湿
気
が

多
い
場
所
な
ら
生
育
で
き
る
よ
う
で
す
。
春
早
く

か
ら
芽
を
出
し
、
大
き
な
葉
を
広
げ
る
様
は
、
湿

原
の
中
で
大
き
な
存
在
感
を
放
ち
ま
す
。
山
菜
と

間
違
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
毒
が
あ
る

の
で
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
芸
北
で
は
虫
を
殺
す
た

め
に
便
所
に
入
れ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。

バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
と
い
う
名
前
は
、
図
鑑
に
よ
る

と「
花
が
梅
に
似
て
、
葉
が
蕙け
い
ら
ん欄
に
似
る
こ
と
か

ら
」と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
ケ
イ
ラ
ン
と
い
う

の
は
中
国
な
ど
を
原
産
と
す
る
ラ
ン
の
一
種
で
、

観
賞
の
た
め
に
栽
培
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
葉
は
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
に
似
た
と
こ
ろ
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
。
花
の
方
は
、
中
央
が
目
立
つ
こ
と
や

花
弁
の
出
方
が
ど
こ
と
な
く
似
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
ま
す
が
、
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
は
ユ
リ
科
な
の
で
、

花
弁
の
数
は
６
枚
で
ウ
メ
と
は
異
な
り
ま
す
。
蕙

欄
や
梅
に
似
て
い
る
か
ど
う
か
よ
り
も
、
バ
イ
ケ

イ
ソ
ウ
が
名
付
け
ら
れ
た
時
代
に
は
こ
れ
ら
の
花

が
好
ま
れ
て
い
た
た
め
に
、
名
前
を
も
ら
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

４
月
に
芽
を
出
し
た
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
は
、
わ
ず

か
２
ヶ
月
あ
ま
り
で
人
の
背
丈
ほ
ど
に
生
長
し
、

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
全
体
が
大
き
い
の
で
花
は
目

立
ち
ま
せ
ん
が
、
小
さ
な
花
が
並
ん
だ
様
子
は
花

飾
り
の
よ
う
で
か
わ
い
い
も
の
で
す
。
春
に
存
在

を
主
張
し
た
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
は
、
他
の
花
が
咲
き

出
す
夏
に
は
、
主
役
を
譲
っ
て
控
え
る
脇
役
の
心

得
を
持
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）    


